
科学研究費助成事業（基盤研究（Ｓ））公表用資料 

〔平成３１年度（2019年度）研究進捗評価用〕 

平成２９年度採択分 
平成３１年３月 2３日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究の概要 
本研究では、言語学や手話工学分野で利用可能な、多用途型日本手話データベースの構築を

目的とする。データベースには、同期収録された 3 次元動作データ、多視点画像、距離画像を
収集する。さらに、本研究では、データベースを有効活用するために、同期された異種間のデ
ータのアノテーションのための解析支援ツールの開発も目指す。 

研 究 分 野：言語学 

キ ー ワ ー ド：日本手話、手話言語収集、多用途データベース、アノテーション 

１．研究開始当初の背景 
音声言語と比較して手話研究は、言語学的

にも工学的にも格段に遅れているといって
過言ではない。原因の一つとして、手話研究
において、言語資料の収集方法が定まってい
ないこと、研究者が共通で利用でき議論の土
台となる手話言語データベースが存在しな
いことがある。 
 

２．研究の目的 
本研究では、手話の単語レベル、文章レベ

ル、対話レベルから、言語学的な解析や手話
工学分野で利用可能な、多用途型日本手話デ
ータベースを構築するための方法論の検討、
データベースの構築、および、アノテーショ
ンのための解析支援ツールの開発を目的と
する。 
 

３．研究の方法 
本研究は、研究者が共通に利用し議論の基

礎にすることが可能な、データベースの構築
を 4つの課題を通して行う。 
・課題 1:言語資料収集では、言語学、工学な

どの学際分野で利用可能なデータとする
ため、収録する手話の語彙、手話文、言語
資料提供者などについて検討を行う。 

・課題 2:言語資料収録では、専門分野ごとの
手話の入力形式、収録の時間・空間解像度、
保存データ形式、保存方法などについて検
討する。想定する入力形式は、3 次元動作
データ、多視点カメラ画像、距離画像であ
る。収録は、3 種類のデータの同期収録を
行う。3 次元動作データは、世界最高精度

の光学式モーションキャプチャによって
収録する。 

・課題 3:多用途データベース構築では、様々
な入力形態の同一データを構造化して、実
際の研究に利用可能なデータベースを検
討する。 

・共通課題:データベースが効率的に機能す
るためには、異なる 3種類のデータが有機
的に関連していることが重要である。そこ
で、空間解像度、時間解像度の異なる 3種
類の多用途データ間の新たなアノテーシ
ョン方式の研究・開発を行う。 

 
４．これまでの成果 
本研究課題で取り組む 4 課題の 2018 年度

までの成果は以下の通りである。 
・課題 1：多用途データベースへの収録語彙
の選定では、全日本ろうあ連盟から発行さ
れている「日本語－手話辞典」、「日本語の
語彙特性(NTT)」、「日本語話し言葉コーパ
ス」、および NHK の E テレの手話ニュース
からの手話文データベースを基に選定し
ている。これまでに、約 3,000単語の抽出
作業と、そのうちの約 2,500 単語の手話動
作の確定作業・テスト映像の撮影が終了し
ている。 

手話語彙の収録のインフォーマントは、
撮影した映像の公開を許諾した、手話母語
者の家系の手話母語者、撮影にある程度慣
れている、 手話の読み取りがしやすい、
という条件で、男性 M(38 歳)と女性 K(39
歳)に決定している。 

課題 2：本データベース構築では、どの程度

多用途型日本手話言語データベース構築に関する研究 

A Research into Constructing a Japanese Sign Language 
Multi-Dimensional Database 

課題番号：17H06114 

長嶋 祐二（NAGASHIMA, YUJI） 
工学院大学・情報学部・教授 

 
 
 



の空間・時間分解能のデータが必要かも分
析できるように、現時点で可能な最高水準
の精度の手話動作収録手法とデータ形式
とした。 

課題 3：テスト撮影とした 2 年間で、日本語
ラベルとしは 1,000単語、同動作異義語を
別単語と扱う手話ラベルとしては 1,394単
語の収録が終了している。 

共通課題：開発しているアノテーションシス
テムは、ビュア部とアノテーションを可能
とする解析支援部による構成としている。
ビュア部は、UNITY により 3 次元動作デー
タの描画を、.NET Framework により映像デ
ータを再生する方式で異なるデータ形式
でも全て同期再生することが可能となっ
た。 

図1(a)に4台のカメラの映像、深度画像、
赤外線画像を、図 1(b)に BVH を CG とスケ
ルトン描画したものと C3Dデータを描画し
たものを示す。これら 10 種類の画像は同
期再生されており同じ時間タイミングで
ある。尚、距離画像の最大フレームレート
は 29.97fps であり、他のデータとの同期
は距離センサからのタイムコードを用い
て同期描画を行っている。 

 
解析支援部は、ANVIL の上位機能を想定し

て、データベース内の任意のデータを再生し

ながら、アノテーションを可能としている。
ビュアで開かれたどのウィンドウに対して
も、同じシート上にアノテーション項目を記
述する。解析支援部では、3 次元動作データ
をより視覚的な数値データとして効率的に
扱う方法論の検討を行っている。 

 
５．今後の計画 
これからの 2 年間の収録語彙の目標数は、

3,000～4,000語彙とする。対話収録において
は、多用途データベースとするための異なる
入力形式のデータを収録すると共に、映像の
みの複数のカメラのみからの同期収録も予
定している。 
アノテーションシステムでは、 3 次元動作

からの要素自動抽出法について検討する。 
多用途手話データベースの完成を目指す

と共に、国立情報学研究所（NII）情報学研
究データリポジトリ（IDR）からの公開を行
う予定である。 
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(b) UNITY による 3 次元動作データ表示部 
図 1:ビュアによる再生例 手話単語{また} 

 

(a) .NET Framework による画像表示部 
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